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1. はじめに 

Bi2223 線材は近年の加圧焼成法や高強度補強材と Pre-tensionの技術によって、高い臨界電流密度(Jc)特性と

優れた機械特性を持つ線材が商用線材として作製されている。この特性により強磁場マグネット応用等への

適用が期待されている。本研究では、補強材のない素線としての Bi2223線材の電界-電流密度の温度、磁場、

磁場印加角度依存性を系統的に測定し、パーコレーション転移モデルにより定式化を行った。また、加圧焼

成法でない従来線材[1]との比較を行い、特性向上因子について磁束ピンニング特性や局所 Jcの統計分布の解

析を元に検討した。 

2. 実験方法 

試料は 77 K、自己磁場において 200 A級の臨界電流を持つ DI-BSCCO 線材である。試料長は 10 cm、電圧

端子間距離を 4 cmとして四端子法により臨界電流の測定を行った。電界基準は 10-4 V/mである。最大印加電

流は 300 A、最大磁場は 5 T である。 

3. 実験結果、考察 

前回の報告でパーコレーション転移モデルにより Jcの磁場、温度依存性を定量的に記述できることを示し

た[2]。図 1にパーコレーション転移モデルにより作製した等 Jc図を示す。このように、任意の温度、磁場で

の Jc値を予測することができるために、応用機器設計において重要な指針となる事がわかる。また、加圧焼

成法でない従来線材での解析結果と比較したところ、Jcの絶対値は 1.6倍以上向上しており、等 Jc線は高温、

高磁場まで広がっていることを確認した。また、磁束グラス-液体転移磁場を比較すると大きな変化はない。 

一方、図 2 に示す様な局所 Jcの統計分布についても比較を行った。分布の形や磁場依存性を示すパラメー

タは従来線材と同程度であるため、規格化した分布を比較するとほぼ同様の統計分布となった。よって、量

子化磁束のピン止め特性の変化は少ないことが明らかとなった。以上の結果から、Jcの向上因子は connectivity

の大幅な改善であると結論できる。プロセス上の直接的な要因としては、線材の異相の低減とフィラメント

のコア密度の向上が考えられる。 
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Fig.1 Contour map of Jc in B-T plane for DI-BSCCO 
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Fig.2 Probability density function of Jc 
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